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人口： 148,136 人　2023（令和5）年 7 月１日現在
面積：21.01 平方キロメートル
https://www.city.tama.lg.jp

多摩市 人口： 124,763 人　2023（令和5）年 7 月１日現在
面積：11.30 平方キロメートル
https://www.city.koganei.lg.jp

小金井市
D A T A D A T A

　

２
０
２
０（
令
和
２
）年
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
、
大
き
く
変
化
し
た
観
光
関
連
産
業
。

人
々
の
行
動
や
生
活
の
制
限
が
緩
和
さ
れ

た
今
日
に
至
る
ま
で
の
約
３
年
で
、
自
宅

か
ら
１
〜
２
時
間
程
度
の
地
元
や
近
隣
地

域
を
観
光
す
る「
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

の
考
え
方
が
全
国
的
に
広
ま
り
ま
し
た
。

地
域
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
経
済
を
活
性

化
さ
せ
る
手
段
と
し
て
、
多
く
の
自
治
体

や
企
業
が
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

多
摩
地
域
で
は
複
数
の
自
治
体
と
大
学
、

企
業
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
振
興
と

継
続
性
の
あ
る
地
域
活
性
化
を
目
指
す「
タ

マ
リ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
立
ち
上
が
り
、

今
年
で
３
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
産
官

学
の
連
携
で
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
仕

組
み
づ
く
り
と
地
域
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

事
務
局
と
し
て
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
京

王
観
光
株
式
会
社
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
と
今
後
を
見
据
え
、
地
域
に

貢
献
し
な
が
ら
、
地
域
と
長
く
共
に
仕
事

が
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い
と
考
え

ま
し
た
」。
京
王
観
光
の
地
域
交
流
推
進

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
城
戸
聡
さ
ん
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
当
時
を
振
り
返

り
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
地
域
課
題
を
踏
ま

え
た
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
企
画
を
学

生
か
ら
公
募
し
、
自
治
体
や
観
光
協
会
、
地

元
企
業
な
ど
が
と
も
に
企
画
の
事
業
化
を

目
指
し
ま
す
。
学
生
に
と
っ
て
は
コ
ロ
ナ
禍

で
失
わ
れ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
場
で

あ
り
、
地
域
社
会
で
力
を
発
揮
で
き
る
貴

重
な
機
会
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
、多
摩
市
内

の
公
園
や
散
策
路
の
ス
ポ
ッ
ト
を
制
限
時

間
内
に
ま
わ
る
企
画「
た
ま
公
園
ロ
ゲ
イ
ニ

ン
グ（
※
１
）」や
、「
都
立
小
山
内
裏
公
園
で
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ（
左
下
コ

ラ
ム
参
照
）」な
ど
、
学
生
ら
し
く
斬
新
な
ア

イ
デ
ア
を
元
に
し
た
企
画
が
す
で
に
10
件

以
上
、現
在
実
施
中
ま
た
は
準
備
中
で
す
。

　
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

今
年
度
は
、
東
京
工
科
大
学
や
明
星
大
学
、

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
専
門
学
校
な

ど
、
11
の
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
か
ら
29

チ
ー
ム
が
参
加
。
東
京
観
光
財
団
や
町
田

市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
な
ど
の
観
光

関
連
団
体
、
地
元
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
会

や
一
次
審
査
会
、
実
証
実
験（
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
）期
間
を
経
て
、
収
益
性
の
確
保
や

地
域
の
魅
力
を
掘
り
下
げ
た
内
容
に
な
っ

て
い
る
か
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
な
ど
様
々
な
面

か
ら
企
画
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
12
月

に
実
施
さ
れ
る
最
終
審
査
会
に
臨
み
ま
す
。

最
終
審
査
会
は「
ド
ラ
フ
ト
会
議
」
と
も
呼

ば
れ
、
自
治
体
や
企
業
な
ど
が
可
能
性
を
見

出
し
た
企
画
に
投
票
し
、
事
業
化
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
ま
す（
右
下
コ
ラ
ム
参
照
）。

　
「
大
学
が
専
門
性
を
活
か
し
て
地
域
課
題

を
解
決
す
る
第
一
歩
と
し
て
、
ま
た
自
治
体

や
企
業
の
職
員
が
地
域
の
こ
と
を
自
分
ご

と
と
し
て
捉
え
、
共
創
（
※
2
）
の
き
っ
か
け

に
な
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
機
能

し
て
い
け
れ
ば
」と
、
多
摩
大
学
経
営
情
報

学
部
な
が
し
ま
ゼ
ミ
の
長
島
剛
教
授
は
言

い
ま
す
。
コ
ン
テ
ス
ト
全
体
の
企
画
運
営

を
担
う
同
ゼ
ミ
で
は
、学
生
が
京
王
観
光
と

と
も
に
多
く
の
大
学
や
自
治
体
と
の
連
携

を
視
野
に
入
れ
た
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
き

ま
し
た
。
3
年
目
の
現
在
、
タ
マ
リ
ズ
ム
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
５
つ
の
自
治
体
が
参
画
す
る

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
課
題
に
対
し
て
様
々
な
領
域
が
つ

な
が
り
合
い
、
知
恵
を
持
ち
寄
り
、
と
も

に
考
え
る
こ
と
で
共
創
は
生
ま
れ
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
た
共
創
の

仕
組
み
を
つ
く
る
タ
マ
リ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。
こ
の
仕
組
み
を
育
て
て
い
く
こ
と

こ
そ
が
、
持
続
的
な
地
域
活
性
化
へ
と
結

び
つ
い
て
い
き
ま
す
。

※
1
：
地
図
と
コ
ン
パ
ス
を
使
い
、
山
野
に
設
置
さ
れ
た

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
で
き
る
だ
け
多
く
ま
わ
り
、
制

限
時
間
内
に
得
ら
れ
た
点
数
を
競
う
野
外
ス
ポ
ー
ツ

※
2
：
異
な
る
立
場
や
業
種
の
人
・
団
体
が
協
力
し
、
新
た
な

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
や
価
値
観
な
ど
を
つ
く
り
出
す
こ
と

継
続
性
の
あ
る
地
域
活
性
化
を
目
指
し
て

産
官
学
連
携
で
つ
く
る

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム

2023年5月4日（木・祝）、5日（金・祝）共に10：00～14：00
磯沼ミルクファーム内八王子モーモー体験農園（八王子市小比企町）
中学生以上3,500円、小学生2,000円、未就学児無料（共に税込）
 info@hatakai.comか070-8942-6348（山田正勝）

共
創
の
基
盤
と
な
る
地
域
へ
の

視
点
を
育
む
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

タマリズムプロジェクト
2021年度に多摩地域マイクロツーリズムプロジェク
ト（旧名称）として発足した、継続性のある地域活性
化を目指し産官学連携で実施する都内初のプロジェ
クト。「郊外住宅地を有する都市における課題を踏
まえた観光まちづくり」をテーマに、地域の大学生
らからアイデアを公募し、自治体（今年度は多摩、稲
城、八王子、日野、町田の5市）・観光協会・地元事
業者と連携して次年度以降の実用化を目指す。

　2021（令和3）年度の東京都立大学の学生チームによる
企画「都立小山内裏公園のバリアフリーサンクチュアリ」
が、東京都公園協会とのタッグで実現化しました。ハン
ディキャップを持つ来園者は、園内のサンクチュアリ（動
植物保護のために通常非公開で舗装されていない区域）
の散策が難しいという課題に対し、舗装路にミニチュア版
「サテライトサンクチュアリ」を設置（左上画像）。また、こ
の取り組みに別チームによる企画「たまころりんプロジェ
クト」も組み合わせ、飲食店のクーポンなどが当たるカプ
セル販売機を駅前の商業施設に設置（右上画像）。これに
よりサンクチュアリや公園の散策と周辺地域の周遊観光
を促す企画となり、学生のアイデアがさらにブラッシュ
アップされて事業化した事例となっています。

学生が生み出し連携で育てる
マイクロツーリズム

お話を伺いました

（左から）多摩大学 経営情報学部 教授 長島剛さん、
同学部 学生 入澤凛さん、八木海仁さん、趙彦明
さん、京王観光株式会社 地域コミュニケーション
チーム 地域交流推進ディレクター 城戸聡さん、同
チーム課長補佐 佐藤雅一さん

タマリズムプロジェクト最終審査会2023
年度

　4月のキックオフからスタートし、「観光まちづくり」をテーマに連携団体などと
ともに検討や改良を重ねて練り上げた、29チームの企画の最終発表会（ドラフト会
議）。コンテスト形式で表彰団体を選定するほか、連携したい企画への投票も行わ
れます。地域の事業者や商工団体、NPO団体などの参加
が可能。詳細はQRコードからHPへ。
 2023年12月15日（金）午後（時間調整中）
 東京たま未来メッセ
 無料　  https://tamarism.com

①企画提出

②ブラッシュアップ・マッチング

④審査・最終発表会（ドラフト会議）

③フィールドワーク

タマリズムプロジェクト

地元の事業者や商工
団体、NPO団体など
が多数参加（上）。交
渉権の投票（下）。

提供元：公益財団法人東京都公園協会

飲食店クー
ポンなどが
当たるカプ
セル販売機

水景の
再現

湿地環境（湿生
植物群）の再現




